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コントラクタ委託による経営的特徴と

　　　委託条件形成に関する研究

　　　一北海道網走管内湧別町を事例にして一

山田　洋文
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2．湧別町農業と支援組織の展開
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　1）飼料生産面積と委託料金の性格
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　3）作業時間の変化とその性格

4，コントラクタ委託条件形成過程における特徴

5．おわりに

1．はじめに

　酪農に関わる労働作業は，年下を通じて継続的に行われ，主に飼料生産部門と

飼養管理部門に大別できる。このうち飼料生産部門に着目すると，飼料生産は夏

期の短期間に集中して行われ，その作業に利用される機械は比較的大型であるた

め投資が高額になるという点が指摘できる。1960年代後半には，全国で実施され

た農業構造改善事業により，飼料生産機械の購入補助が実施され，その利網組織

として機械利用組合が設立された。その機械利用組合では農家数戸による共同作

業体系がとられることが多く，傭別農家の飼料生産を補完する体系をとりながら

運営されてきた。一方で，飼料生産は酪農家により作業体系や使用される機械に

大きな相違はみられず，ほぼ嗣体系であることも特徴である［91。こうした背景

により北海道の酪農専業地帯では，比較的早期から個別農家の飼料生産を補完し，

それを受託する綴織として農作業受委託組織（以一ド，コントラクタとする）が設

立されてきた。近年では，農協，公的機関等が組織設立，運営に関わり紐織運営

に関するより安定した環境が整いつつある。近年では飼養頭数の多頭化が進み，
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家族労働力，既存の技術体系の限界を超える勢いで規模拡大が進行しつつあり，

コントラクタの需要は…層増加している［9】。以上から，飼料生産に関わる支援

組織は，機械利用組合というコントラクタに比べると不安定といえる組織に加え

て，コントラクタというより安定したと考えられる組織が並立する状況となって

いる。

　こうした環境において，酪農家はこれらの支援組織をいかなる判断，契機のも

とで，利用しているのか。また特にコントラクタが支援組織の中心となるなかで，

コントラクタに対する委託をいかなる契機で選択し，このことが農家経営にいか

なる影響を与えたのかが注同される。

　そこで本論文では，現状でのコントラクタ委託に視点を置きつつ，農家による

支援組織利用選択の契機を明らかにし，このことにより農家経営にいかなる影響

がみられたのか，明らかにすることを課題とする。この課題を明らかにするため

に，本論文では，北海道網走管内湧別町の農家事例を用いる。本町では，機械利

用組合の運営にあわせて，1963年と早期から管内農協によるコントラクタ事業が

開始されていることから，農家による支援組織利用，選択は多様であったと考え

られる。実態調査では，まず各農家の支援組織の利用形態を把握する。さらに現

在ではコントラクタ委託が中心となりつつあるが，その委託を開始する契機，委

託による農家経営への影響を明らかにする。このしで，委託開始の年次差により，

委託料金を中心とした委託状況にいかなる特徴がみられるのかという委託条件形

成について示唆する。

2．湧別町農業と支援組織の展開

　湧別町は，北海道網走管内東漸地域内において，オホーツク海に面して位置し

ている。湧別町農業は戦前，婚姻，馬鈴しょ，豆類や特用作物としての換金性が

高く投機的な薄荷，亜麻を主体とする畑作体系に，その後稲作が導入され混在す

るという営農展開を示してきた。稲作は1934，36年に500haを超え，作付面積

で最大となるが，北限地において不可避ともいえる冷害の影響によって作付面積

を大きく減少させてきた。戦中には，本町においても各種畑作物の作付け，生産

が制限され，投機的であった薄荷の作付けは激減した。

　町内における乳用牛飼養は，1909年の内山牧場の開設に始まったとされる。そ

の後も数戸の農家が畑作を主体として副業的に乳用牛飼養を始めるが，個別で生

乳やバターを販売するという展開を遂げたため，乳用牛飼養の普及ペースは鈍か

った。こうした副業的で，小規模な乳用牛飼養の展開のため，戦後においても戦
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前水準の乳胴牛頭数を維持しており，乳用牛飼養の後退は，北海道内の他地域と

比べその程度が小さかったことが指摘されている（註1）。このことは，副業的に

展開されていた本町酪農は，粗飼料への依存度が高かったこと，闘場残渣や野草，

公共牧場利用が可能となっていたことが要困といえる。ここで図1は近年の乳用

牛飼養戸数の推移を示すものであるが，これによると，70年以降は飼養農家率が

約65％で推移していることがわかる。

　また本町においては1961年の農業基本法制定により，営農の「選択的拡大」，

「省力化と機械化」，脇業化」が促進されてきた。本町での事業計画（註2）を

みると，第一，二次構造改善事業を通して，町内の各地区単位で酪農に関わる機

械が多数導入されてきたことがわかる。各種の補助事業も行われ，大型機械の導

入が促進された。この過程では，飼料生産に関わる機械の三岡利用組織として，

機械利用組合や生産二二が設立され，酪農家の飼料生産を補完してきた。また図

2をみると，1960年に10％水準であった飼料作付面積割合が，65年には70％

まで急拡大していることがわかる。その後も80％台で推移しており，これらの組

織が関与し，安定した飼料生産が行われてきたためであるといえる。またこうし

た飼料作に関わる補完組織の運営に加えて，管内農協農家が一・体となった酪農

展開への取組み，公共牧野の造成，草地改良の積極的な実施経過もあって，1978

年には乳牛！万頭を達成した。2000年では乳用牛飼養頭数で12，414頭，生乳

生産童で53，12胱となっている。

　次に本町における飼料生産に関わるコントラクタの展開をみていく。本町にお

けるコントラクタ事業は，北海道内で最も早い1963年から運営されていること

に注目できる。1963年は「飼料作物効率利用促進事業」が実施され，飼料収穫，

調製用のトラクタ，フォーレージハーベスタ等の作業機械をセットで購入するの

に国からδ0％の補助があり，町役場と農業協同組合が積極的に運動展開したこと

が背景にある。設立当時は現在のように作業受託を主な目的とせず，農協による

膿家には機械を持たせない」（註3）という方針のもとで，農家への機械貸し出

しが中心であった。こうした農協の支援体制も機械利用組合の利活用に合せて，

酪農展開を促進させた一困であると考えることができる。現在までに飼料作に関

する受託作業が充実し，2003年では表iに示すような体制のもと運営されている。

本表によると牧草地，ゲントコーンサイレージの調製，ふん尿処理が委託の中心

となっていることがわかる。コントラクタの受託業務に関して，1977年以降，乾

草調製作業が実施されていないことがわかる。この理由としては，各農家による

ロールベーラ，刈取機の個別所有カミ進み，乾草調製における高温完結型の作業が

みられるようになってきたこと，委託面積が増加し，人員や機械装備に関して，

当時運営されていたコントラクタ体制では適期収穫等の要望に答えられなくなつ
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てきたことがあげられる。また表2により，1998年からのコントラクタの牧草，

ゲントコーンサイレージに関わる受託面積をみると，牧草，ゲントコーンとも約

20％増となっていることがわかる。こうして現在でも需要が増加しているコント

ラクタ事業運営のもとで，飼料作に対応する機械利用組合は，その数を減らし，

現在では飼料作に対応する「機械利嗣組合」の形では存在していない。

　以上の様に，湧別町農業は戦前の零細な畑作経営に始まり，稲作，酪農経営が

後進し，多様な農業罹開がみられてきたが，酪農に関する各種補助，支援組織の

充実をうけて，現在までに酪農主体の構造展開を遂げてきたことがわかる。

3．：コントラクタ委託による経営的特徴

　本章では，現在までの酪農展開に関わってきたと考えることができる支援組織

の利用形態，及び機械利用組合から現在では支援組織の申心となりっつあるコン

トラクタへの機能の代替がいかなる契機をもっておこなわれたのかについて整理

し，以下の分析につなげる。

　実態調査では，本町におけるS地区内7戸の酪農専業農家を選定した。表3か

ら5は，調査農家の概要と各農家のコントラクタ委託状況，開始年，その契機等

を示すものである。表5から，牧草サイレージのコントラクタ委託に関して，A－5

農家の父の代からの委託を含め1970年代が4戸，1980年代が3戸となっている。

これは北海道内における他のコントラクタ設立時期［9】を考慮しても，早期であ

るといえる。この委託選択契機に関しては，機械利用組合の解散や機械装備に関

する動機が中心であり，現在指摘されている規模拡大型の経営方針を意識したコ

ントラクタの委託はみられない。また，ゲントコーンサイレージ調製の委託では，

1970年代から90年代までみられ，委託選択契機としては，作付け農家5戸のう

ち，作付けの開始に合せての委託契機が3戸である。このことは，コントラクタ

が与件として存在し，そのうえで，委託可能であったことを示している。本表の

利用形態および前章で指摘した本町におけるコントラクタ展開を考慮すると，各

農家の委託開始時期，契機は多様であることが指摘できる。

　次に，こうした委託形態が以下の経営的な3点の指標に，いかなる影響を与え

るのかについてみていく。

1）飼料生産面積と委託料金の性格

　本項では，現在のコントラクタ委託料金について，飼料作面積と委託料金を10a

当りに換算した料金（以下，単位当り料金とする）の関連をみながら，いかなる
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特徴がみられるのか明らかにしていく。

　表6，図3により，本町の事例農家における牧草サイレージ調製の委託延べ面

積と単位当り料金の関連をみる。ここからは委託面積が同水準の農家においても，

単位当り2，000～3，000円と約！，000円の開きがあることがわかる。この要因

を明らかにするために，事例農家の委託料金と圃場団地数の関連をみていく。表

7は各事例農家の脳場団地数と立地を示すものである。ここからA－5農家は，牧

草地に令する単位当りの委託料金：が最小であるが，このことに関してその牧草地

所有についてみると1団地最大14ha，最小1．4haの6団地となっていることが指

摘できる。この6団地は事例農家7戸の委託団地数の中では，平均的な数である

といえる。しかしサイレージ調製をすべてコントラクタ委託とせずに，牧草刈取

作業は個別で対応することで，委託料金を下げることにつなげていると考えるこ

とができる。次に，牧草地単位当りの委託料金が3，000円と最大であるA－4農家

2，912円であるA－3農家の事例を明らかにしていく。A－4農家では，1団地最大

で15ha，最小で2haの4団地の所有であり，事例農家7戸中では団地数の所有は

少ない。つまり効率的に牧草地を集積し，利用できている農家であると考えるこ

とができる。しかしサイレージ用の刈取作業もコントラクタ委託しているために，

単位当りの料金がその分高くなっていると考えることができる。また，A－3農家

ではサイレージ用の刈取作業を委託しており，嗣場に関しては美団地最大1．5ha，

最小0．9haの7団地の鵬場を所有しており，その園場内での非効率性，圃場間移

動における非効率性が原因となって，コントラクタによる作業時聞が多く必要と

されている。このことで，単位当りの料金が高くなっていると考えられる。また

この点に関して，Aヨ農家では，美國地の委託である。この！団地についても，「委

託牧草地のうち闘場内でも条件の良いところのみコントラクタ委託している。こ

の方が，コントラクタの機械が効率的に動き，料金を低下させることができる」

と回答していた。さらにA－2農家では，「牧草地間の距離で，ハーベスタ移動距離

でもある700～80舳を長く，非効率的であると感じる時がある。この点を改良す

ることで，コントラクタ委託料金をもっと低下させることができると考えている」

と回答していた。こうした現状に，A－7農家では，圃場が2k紐離れていることは

効率的ではないと考えており，農業委員を中心に2003年から，【藤1場の集積を検討

しているという対応がみられたことが特微である。

　次に表6，図4によりゲントコーンサイレージ調製委託面積と単位当り料金の

関連についてみていく。表6をみるとゲントコーン作付地単位当り料金をみると

農家1戸当りで4，500Flから7，000円と開きが見られる。本表および図4から

はまたゲントコーンの作付面積が4haで6，000円台，6haで5，000円台，圭Oha

になると4，000円台と，委託面積が拡大する程，単位当りの委託料金は低下する
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傾向にあることがわかる。一般的に委託面積が増加する程，時間当たりの作業は

効率的となるので，料金は安くなると考えられる（註4）。しかし牧草の場合と同

様に，同面積水準でも単位当りの委託料金には差がみられた。いかなる理由でこ

のような差が見られるのかについて，代表的な農家事例を通して明らかにしてい

く。

　A－3農家とA－4農家はゲントコーンに関してi司じ4haを作付けている。両農家

の単位当りの委託料金をみると，A－4農家で約700　Fj安くなっていることがわか

る。このことに関して，圃場数をみると，A－4農家では4haの圃場を1団地所有

しているのに対して，A－3農家では援団地最大1．5ha，最小0．9haの小区画団地を

合計4団地所有している。このことがコントラクタの作業に関して，圃場内にお

ける作業の非効率性に加え，ハーベスタ等の圃場間の移動を必要とさせているこ

とが要因である。この点に関して，A－3農家では，4団地に作付けているゲント

コーンを，1団地に集積させようとする農家行動が確認できた。しかし礫が多い，

傾斜があるという園場条件により，ゲントコーンを作付けることができる園場が

限られるため実現は難しい。この点を意識し，礫が多く傾斜があり，自宅からの

距離が遠い圃場では，ゲントコーンの作付けを行わず，牧草の作付けを行い，し

かもコントラクタによるサイレージ調製を行わずに，個別で乾草調製するという

対応をとることに注目できる。また，A－2，　A－5農家はゲントコーンを論じ6ha

作付けているが，A－5農家で，単位当り約800円安い。園場数をみると距5農家

では6ha区画の圃場をユ団地所有しているのに対して，熊2農家では3．5，2．5ha

と合計2団地の所有であり，このことが料金差をもたらしていると考えられる。

またA－5農家では昨年までは2～3団地で作付けしていたが，今年からは圃場の

効率的利用という点からも，1団地で作付けしていた。さらにゲントコーン！0ha

の委託で，最も単位当りの料金が低かったA－6農家ではゲントコーンで最大6．7ha，

最小でも2haの圃場を所有していた。ここで，3団地の所有であるが，圃場は道

路を挟んで向かいに存在している等，委託料金が高くなることにつながっていな

かった。

2）飼料生産機械購入・所有の性格

　本項では，各農家のトラクタ，飼料生産に関わる機械の購入，所有台数の特徴

をそれぞれの飼料生産と飼料生産に関わる支援組織の利絹状況との関連を通して

みていく。また本項では，より詳細に機械購入等の状況を把握することができた

3戸の農家を選定し分析していく。

　表5は，コントラクタ委託の開始時期とその契機を表している。また表8は，

トラクタ，飼料作に関わる機械購入を合わせて示している。以下では，これらの
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表をもとに各農家の機械所有における特徴を整理していく。

　A－2農家では，牧草サイレージ調製ゲントコーンサイレージ調製に関して，

1970年代には機械利用組合を利用していた。この時期には飼養頭数を増加させっ

っあったものの，82年には，利用していた機械利用組合が解散した。これにより

83年目ら牧草サイレージ調製はコントラクタへの委託，ゲントコーンサイレージ

調製は個別での作業対応を選択した。ここで，飼料生産に関わる機械の購入につ

いてみていくと，牧草サイレージ調製のコントラクタ委託後も，トラクタやロー

ルベーラ等の飼料生産用の機械を購入していることがわかる。これは牧草の乾草

調製とゲントコーンサイレージ調製に対応するための機械購入と考えることがで

きる。例えば，85，86年のトラクタ購入はデン1・コーンサイレージ調製の個別対

応を意識したものであり，取得価額はそれぞれ80万，200万円となっている。

88年にもトラクタ購入がみられるが，これは経営移譲により，将来の労働力不足

を意識したものである。ここでは，トラクタ3台をそれぞれ20万，50万，560

万円で購入している。91年にはゲントコーンサイレージ調製もコントラクタへの

委託としている。現在のこの様な体系移行後にも，トラクタの購入がみられるが，

これは95年に購入している日常作業用87PSの420万円のトラクタを除くと15

万～46万円と中古，故障品の購入となっていた。

　ここで先にも指摘したように，本町において運営されているコントラクタは，

個別で行う乾草調製用の牧草刈取りを全戸で受託していない。そのため本農家の

様に，牧草刈取りに関わるモアコンやレーキといった機械の購入が必要になるこ

とが指摘できる。例えば，98年のロールベーラ，2001年にはラッピングマシン

をそれぞれ285万，147万円で購入している。この負担は牧草サイレージ調製に

関わるコントラクタ委託料金に加わる形で必要とされるため，費用の負担増加に

つながっていた。

　A－3農家は，牧草サイレージ調製に関して1970年半には機械利用組合対応で

あった。しかしA－2農家と同じく利用していた機械利用組合が82年に解散し，

その後は現経営主と父の2人による共岡作業で対応していた。しかし，使用して

いたハーベスタの故障が原価となり89年からコントラクタ委託を開始した。牧

草の乾草調製作業は，慨別作業での対応のみである。サイレージ調製のコントラ

クタ委託後もその調製割合を変えていない。このことにより88，2003年にラッ

プ調製用のラッピングマシン，88，95年にはテッダー，88年にはロールベーラ

を購入しており，本農家においてもコントラクタ委託以外の飼料生産用の機械購

入がみられた。

　A－7農家はゲントコーンを作付けておらず，飼料作は牧草乾草調製のみである。

牧草サイレージ調製のコントラクタ委託は1973年分らであるが，これは利用し
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ていた機械利用組合が解散したためである。本農家でもコントラクタ委託後のト

ラクタ，機械購入が多数みられる。例えば，96年にラッピングマシンを26万円，

99年にロールベーラを300万Flで購入している。これもA－2，　A－3農家同様，乾

草調製に対応するための機械購入とみなすことができ，コントラクタ利用料金と

は別に必要とされる費用である。

3）作業時間の変化とその性格

　本項では，牧草，ゲントコーンサイレージの収穫，調製に関わるコントラクタ

委託により，出役時間や作業時間の面でどのような変化がみられたのか明らかに

していく。

　牧草収穫調製に関しては，表9に示すように，各農家の労働臼数と時間は多様

であることが指摘でき，このことに関して以下の点を指摘できる。

　第1にコントラクタのサイレージ調製用の牧草刈取りをコントラクタに委託し

ている農家と委託していない農家がみられ，この点における作業時間の有無に注

目できる。この作業時間についてみると，委託をしていない農家は舟1農家で「1

β×7．5時問」，A－5農家で「7iヨ×3時間」，　A－6農家で「2日×6時聞」となっ

ていることがわかる。A－6農家では所有している牧草地！8haのすべてを1番草で

サイレージにしているために，その刈取りのため，その分作業時間を要している

ことが指摘できる。

　この表からはまた，作業時間を増加させているのは，1番草を中心に掴別対応

している乾草調製であることがわかる。このことは，A－6，　A－4農家は先にも指摘

した様に，重番草のサイレージ調製面積率が圭00．0，76．9こ口それぞれ高くなっ

ている。そのため1番草に関する作業時間は，他の事例農家より少ないことが指

摘できる。ここに労働時閥に関してのコントラクタ委託による利点が表れている

といえる。．一．一方，コントラクタによるサイレージ調製を行わない2，3番草にな

ると，A畷農家にみられるように牧草刈取り，調製に関わる作業時問が12購間に

渡って必要とされるようになることがわかる。

　次にゲントコーンサイレージの収穫調製に関わるコントラクタ委託による，作

業時間の変化についてみていく。

　表圭0は各農家におけるゲントコーンサイレージ調製に関わるコントラクタ委

託前後の経営主を中心とした作業時聞の変化を示したものである。本表からは，

以下の点が指摘できる。まず委託後の作業時間を概観すると，コントラクタ委託

したすべての農家で作業時間の減少がみられたことがわかる。本町における事例

農家ではすべての農家で収穫期のうちの珪iに約8時間の作業時問が必要となっ

ていることもわかる。これはコントラクタによって収穫，調製されたデントコー
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ンサイレージを各農家のバンカーサイロへ踏込み鎮圧収納する際に，この作業を

コントラクタでは対応しておらず，名農家が踏込み鎮圧を行うためである。各農

家所有のサイロにおけるこうした作業時問が必要とされているが，委託前にくら

べると，圃場での作業がなくなり，飼養管理が手薄にならなくて良いといった点

で評価されていた。

　このように，コントラクタ委託による作業時間の肖1減効果は牧草の調製に比べ

ると，ゲントコーンサイレージ調製において明確であった。このことは，ゲント

コーンサイレージの調製は牧草調製に比べて，農家による調製に関わる対応差が

ないことを示すものでもある。

4．コントラクタ委託条件形成過程における特徴

　本章では，コントラクタ委託開始に関して，その時期が早期であった農家ほど，

コントラクタ委託するための条件形成が進んでおり，コントラクタ委託において

効率性を発揮しているとの仮説のもと，前章までの分析とあわせて，農家側が行

ってきた委託条件形成過程における特徴についてまとめていく。

　まず，委託料金に関しての分析から，以下の点が指摘できる。牧草，ゲントコ

ーンサイレージの委託では，委託総面積が拡大すると，単位墨りの委託料金は低

下していた。しかし，委託している面積が同水準の農家聞でも，その単位当りの

委託料金には差がみられた。この要因に関して，嗣場数やその立地条件において，

単純に委託総面積が大きいという要因だけではなく，無界の集積がすすみ，団地

数が少なく，1國地当りの面積が大きな圃場を所有している農家において，単位

当りの委託料金が低下する傾向があることが確認できた。今後，コントラクタを

効率的に利用していくうえで，効率的な國場の立地，配置構造を確立することは

欠かせない条件になることが示されているといえる。ここで，コントラクタ委託

開始時期と，園場の関係について，より明確な相関がみられたゲントコーンサイ

レージに関する指標でみていく。委託について同面積水準で単位当りの料金に差

がみられたA－4は4団地で1983年からの委託，A－3は4霞地で1995年からの委

託であった。またA・2は2団地で1981年から，A・5は三醸地1973年からの委託

であり，コントラクタ委託の時期が早い農家において，戦場の集積が進んでいる

と考えることができる。実態調査による闘き取りから，コントラクタの委託年数

が経過する程，委託料金を低．下させるために，農地の集積を意識した農家行動が

とられることが確認された。さらにA－5農家では作付けに合わせて委託を開始し

ている。このことから，圃場条件まで考慮した型でコントラクタ委託が可能であ
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つたと考えられる。1970年代からとコントラクタ委託開始年の早いA－5，A－6農

家では，最大1団地6．0，6．7haの圃揚を所有しており，湧別町における他の事例

農家より圃場が大区画であった。つまりコントラクタ委託を早期から行っていた

農家では，こうした圃場の効率的利用，立地構造にもその影響があらわれている

と考えることができる。また，A・3農家では平場の集積を考えていたが，こうし

た行動にみられる様に，コントラクタ委託を意識した条件整備は進むものと考え

られる。実際に本地区では2003年より，農業委員会の関与のもとで嗣場の交換

分合施策が開始されている。

　次に農家の機械所有における特徴に関して整理していく。一般的には飼料生産

に関わるコントラクタ委託を行うと，機械の所有が必要とされなくなり，購入，

維持に関わる費用が滅少し，この点で利点を得ることが可能であると指摘されて

いる（註5）。しかし実態調査からは，コントラクタ委託を行っている農家におい

ても，飼料生産に関わる各種の機械購入がみられた。このことは，本町における

事例農家にみられたように，サイレージ調製のコントラクタ委託に合せて，各農

家が牧草の飼料生産，特に乾草調製を行っており，牧草の飼料生産に関して二重

構造になっていることが要因であった。コントラクタの委託に合せて，機械所有

を減らすといった条件形成過程の特徴について，以下の点を指摘できる。第董に，

本町ではコントラクタ委託の開始が機械利用組合の解散や使用していた機械の故

障であり，コントラクタ委託を意識して，意識的に所有機械を減らすといった農

家行動はみられなかった。第2に，購入されていた機械は乾草調製用の機械が中

心であり，サイレージに特化することを考えた場合，その時期や委託量を考慮し，

サイレージに特化するという条件のもとで，乾草調製用の機械肖ll減効果が明確に

なると考えることができる。

　作業時聞に関して，デントコーンサイレーージ調製のコントラクタ委託において，

その削減効果が明らかであることがわかった。このことに関してA－6農家のよう

に，日常の飼養管理も含め，特に飼料生産に対応できる労働力が少ない経営では，

ゲントコーン作付面積を増加させ，飼料生産に関わる作業時間を減少させていた

という点も指摘できる（註6）。牧草の乾草調製に関する作業時間では，コントラ

クタ受託のあるサイレージ調製に特化することで，その肖ll減効果がみられた。し

かし，牧草を乾草にするのか，サイレージにするのかといった対応は，各農家に

より圃場条件や労働力を見込んで多様であった。この点の調整により，農家によ

るコントラクタの効率的な利用だけでなく，今後地域としての効率的なコントラ

クタ運営につながるものと考えられる。

一10一



5．おわりに

　以上の分析により，コントラクタの委託条件の形成過程において，最も顕著に

注目できたのは，料金に影響を及ぼしていた圃場の条件整備，形成であると指摘

できる。飼料生産の圃場面積のみならず，圃場集積の重要性は各方面で指摘され

ているが，実際に委託開始の時期がこれを規定しており，委託期間の数年の差が

条件形成に差異をもたらすことが明らかとなった。またコントラクタへの委託開

始蒔期が早い，または遅いということだけでなく，条件形成は農家によるニント

ラクタの委託状況と関連し合って進行していた。つまり相互に関連しあって進む

ということが指摘でき，効率的な圃場条件を形成していくには実際に委託をしな

がら，農家側の行動，意識のあり方も大きく関与すると考えることができる。今

後は地域におけるコントラクタの効率的な運営，農地の利用を考える時，こうし

た点に関与する交換分合を積極的に進めていく必要がでてくるであろう。

　また牧場，ゲントコーンの飼料生産について，サイレージに特化することで，

機械と作業時醐の削滅効果が顕著になるといえる。湧別町を含めた，今後の地域

農業を考えるとき，こうした条件整備を個別的，地域的にいかに進めていくこと

ができるかを考慮することが必要であることも示唆できる。

（註）

（註哩）この点については，北：倉［31に詳しい。

（註2）この点については『湧別町百年史』【211に詳しい。

（註3）『湧別町農協50年記念誌』1221および農協担当者への聞き取り調査から，

コントラクタ業務が開始された当時，当時農家（組合員）には，農家負債の増加

を避けるためにこうした対応をとっていたことが指摘される。

（註4）ここで，牧草に比べゲントコーンではこうした明確な相関がみられるの

は，刈取りからサイロまでの運搬まで，委託農家によって，委託体系がほぼ等し

く，委託料金は作業のために要した時聞のみによって課金されるからである。

（註5）この点に嘉しては，荒井［11に詳しい。

（註6）ゲントコーンサイレージ調製作業に関するコントラクタ委託の満足度に

ついては，農家アンケートによっても評価が高いことが指摘されている［5］。
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表1　コントラクタ案施状況（2003年）

開始年
運営主体
従事者数（2002年）
　　　　　うち専任
　　　　うちパート
委託期閤
委託業務
　　　乾草作製作業
　　サイレージ調製
　ゲントコーンサイ
　　　　レージ調製
　　　　ふん尿散布
　　　　　　その他

機械装備状況

　　1963
JAゆうべつ町

5

2

周年

×（1977年まで）

　　　O

　　　　○

　　　　○
人参収穫作業もあり

トラクタ（12台）
自走式ハーベスタ（5台）

フォーレジキャリア（12台）
プラウ（6台）
マニアグラッパー（1台）

マェァスプッレター（2’台）
人参播種機（1台）
人参ハーベスタ（1台）
その組i整地，鎮圧に関わる

機械を所有している。
料金体系
飼料作に関わる作…業各収穫作業：
　　　　　　　　　牧草25，900円／目寺問
　　　　　　　　　DC29，600円／β≒養…間
　　　　　　　　　運魏費8，000Fq／翼寺…閣

資料）闘き取り調査により作成。
註）委託業務において，　ro」は委託業務が
あることを，　ギ×」はないことを示す。

表2　湧別町における瓢ントラクタ受託推移状況
　　　　　　　　　　　　　　　単位：11a

牧草　　ゲント謙一ン

実

数

1998

1999

2000

2001

2002

688，9

779．0

855，0

η2，5

8工6．0

繧25．5

《39．3

455．3

50玉．1

5亙62

割

合

1998

1999

2000

200エ

2002

100．O

113，1

124，玉

三〇3、弓

n8，4

｝00。0

103．2

ユ07．0

1ユ7．8

！21．3

資料）聞き取り調査により作成。

註1）牧草受託面積は，1番草，2番草，3番草の合計である。
註2）　「割合まの項隠は1998年を工GOとする。
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表3　調査農蒙概要一覧（2003年）

家族構蔵 （劇 士地利用状況（ha） 家畜飼養頭数 傾）
農家番号　　　　経営主

妻 父 母 子 含計 牧草
乳用ヰ　うち経産
ｮ言十）　　　牛

A一： 3S 36 67 65 9 57．O 37．0 一　20．〇　　　三3．0 ：32 64

汽一2 50 44 74 73 ユS 36．o 30．o 6．0　　　　一　　　　　一 63 38

A－3 53 45 三9」7」4 28，s 24．o 4．3　　0．5　　　4．7 65 38

A－4 56 57 30．o 26．o 4．0　　　　一　　　　一 80 35

A－5 42 40 74 74 20」8」6 32．5 26．5 6．o　　　　一　　　　　一 58 3・1

A－6 38 帽 69 騨 29．0 1s，o 三〇．O　　しり　　　　一 49 32

A－7 45 44 曹 72 1773 33．O 29．0 一　　4．0　　　　　　一 55 29

資料ウ開き取り調査より作成ひ

表4　調査農家コントラクタ委託状況（2003無）
単位：ha、％

農家番号
所有面積

1番草

　　　　　　　牧草

ﾏ託（サイレージ）二二

@　　　2番草　3番菓

委託の

ﾗ面積
委託割合

　　ゲントコーン

褐A（作付）

@面積
委託割合

A－1 37．0 15．0 5．0 一 20．0 27．0 一 …

A－2 30．0 18．0 10．0 一 28．G 46．7 6．0 100．0
A－3 24．0 工5．0 13．5 一 28．5 59．4 4．3 100．◎

A－4 26．0 20．0 一 一 20．0 38．5 4．0 100．◎

A－5 26．5 16．0 10．0　　10．0 36．0 農5．3 6．0 100．0

A－6 18．0 18．0 一 一 18．0 王00，0 10．0 100．0
A－7 29．0 20．0 5．0 一 25．0 43．1 一 ｝

三三）聞き取り調査より．作成。

註）　「委託二二は，委託のべ面積／（所有牧草面積×収穫回数）×100として算出した。

表5　コントラクタ委託契機

委託溺；始年，契機
A一】 A－2

　　　農家番号
A－3　　　　A畷 A－5 A－6 A－7

牧草サイレージ

　　契機

ユ970年代　　　　ユ983

受1｝｛…4く・格∫ヒオこ　機械孝lj月」訂1・命・

会わせて　　　の解散

　玉989　　　　　1983

ハーベス農協ハーベス
タの口置　　タ更新

（父の代）1970年代　　1973
　　　　iヨマi購墾管理機械利月1綴1合

　　　　　の泄重　　　の解散
ゲント調一ンサイレージ

契機
作f寸けなし

　198ユ
臼常飼掘ll＝理

　の愚重

　ユ995　　　　　1983

作｛・｝’け腿始　農1ぢちハーベス

に合わせて　　　タ更新

　1973　　　　　1973

1乍付けll財台酬寸；す開始に作付けなし

に合わせて　　合わせて

資料）聞き敢り調査より作成。

註）A蛎農家における「父の代」という表承は，現経営主の父の代から，
コントラクク委託を実施していることを意味する。
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表6　i調査農家におけるコントラクタ単位当り利用料金（2◎03年）

農家番号

委託（延べ）面積（ha）

@　　　　　ゲント　牧草　　　　　　コーン
吊革地10a　ゲントコーン作
魔闃ﾝ斗金　　イ寸封塾10a当り＊斗出：

A－1 20．0　　　　　　一 2，250 柵

A－2 28．0　　　　6．0 2，500 5，833

A－3 28．5　　　　4．3 2，912 6，977

A畷 20．0　　　　4，0 3，OOO 6，250

A－5 36．0　　　　6。0 王，9弓4 5，000

A－6 18．0　　　　10。0 2，500 4，500

A－7 25．0　　　　　　一 2，800 一

資料）闘き取り調査より作成。

表7　調査農家における薗場団地数，立地状況（2003隼）

単立：敬　｝1a　iくm

濃家甜｝
総団

n数

うち　うちデン

q帆　トコーン

凄託囲1室数
@　　ゲント牧8∵（　　　2一ン

最大

牧草委託i転地

miを小　　縦遠ぎ｛1離　　殻1猛距雌 最大

ゲント算一ン委託露唾地

ﾅ小　　最遠鮒骨離　　最」猛距離

A一戸 3 3 0 1　　　　0 24．0 3．0　　12．0 0．0

一需唱一A－2 8 6 2 6　　　2 6．o L5　0．7～O．8 0．0 3．5 2、5　　　　　　　0、3　　　　0辱0

A－3 12 8 4 7　　　畦 8．5 L5　　　2．0 0．1 1．5 0．9　　0。2　　0．0

A－4 5 4 1 4　　　　1 三5．0 2．0　　　2．O 0．0 弓．o 一　　　　一　　〇．0

A－5 7 6 1 6　　　1 1弓，o L4　　　L5 0．O 6．0 一　　　　一　　〇．0

A－6 8 5 3 5　　　3 6．5 L7　　　0。5 0．0 6．7 2．O　　　　　G．5　　　　　0．0

A－7 三〇 10 0 夏O　　　O 5．0 1．5　　　2．0 0．O

一鱒一一資料）闘き取り調査により作成。

註）団地の最遠，最近距離は各農家の自宅からの題離を示す。

表9　労働時間の鵠徴（牧草，20G3年）

1番蕊 2番草 3番草
農家番号 コントラク

^’11刈上女

亭乞・1’1；1雛メ1；取 乾干調製
”ントラク

^柵糊取
乾f、’にIH刈取 乾1㌔笠調製

誹ントラク

^用刈敬
乾轟’く」け刈敗 乾漿鱗製

月：iX7．3 L5；li 31・IX6 日ヨ×2．5 2．51．1×8 ll：1×6 1日X12 日ヨ×6
｝A－1 時醐 ×1！時翼題 【L「劇 時悶 時【昌1 時尉 時織 時悶

コントラ コントラ 3疑×8 1i】×5 5～71ヨ 尋～5iil 7麟×4 4～5
一 臼×8

A－2
クタ クタ 時醐 時1潟 ×’L麟剥 x8貿与樹 時間

lr芋闘

コントラ 月／l×7 2ri×4，5 コントラ 1臼×8。5 3日X3 6欝×5 6臼×
㎜A－3 クタ II与閻 時闘 クタ 時糊 晦昌1 1繍1 3時樹

；ントラ il斗x4 、1：｝×3 6摘x5 61ヨx3 6臓×5 6臼x
｝ ｝A－4 クタ 時偶 時醐 ll矧讐 時闘 縛闘 3剛摺

目1×3 2Fi×6 21il×3 月：lx3．5 31彗×6 3日X3 1iil×3．5 1日×3，5
　1嚢1

~3．5時

舟5
時瑚 時糊 醐昌｝ ilら…雛1 闘轟｝ 時隅 時樹 lll醐

i菖｝

21．1×6 3｝il×3 3日×3 2μ×2．5 2日×
｝ ㎜ 一 …A－6 鴨脚 時糊 顔出｝ 時圏 3時陶

ニントラ 2il×3 2隣×3 il：IX捕．5 7～IO目 41，IX5 1ほX3 1卜i×
…A－7 クタ 剛詐 曙菖 ll椰 ×3時開 11ゐ糧 il繍 3時錯

資料）開き取り調査により作成い
註）表中のジコントラクタ」はコントラクタ委託によるサイレージ潮取り，調製を意味する。
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表8　調査農家における飼料作作業対応と諺要因

農家番号lA－2

　　　　　　　　　　　1乍業対応
年次
　　　牧菓サイレージ　　乾草

デン　ト欝一ンサ

　イレージ

購入機械 事項

ig7ユ　　機オ壕セ手II月弓糸且≦｝

　73
　7選

　77

　78

　80

　s2
　　コントラクク委
　83　　託醐始

　85

　s6
　sア

　s8

　89

　90

　91

　94

　95

　96

　9δ

　99
2003

腿別i乍業　　｛幾械；秘周組台・

飼別作ミ糞

トラクタ37

モア，レーキ

テッダー

トラクタ49

そアコン

　　　　　　　トラクタ5｛｝，pンノ｛ク1・’門く一・ラ，ロ，・’レ・．く｝・ラ

　　　　　　　トラクタ72

　　　　　　　トラクタ38，46，87

　　　　　　　トラクタ4G
　　　　　　　トラクタ37
コントラクタ委
　　託開始　　　テッダー

　　　　　　　トラクタ45，62

　　　　　　　トラクタ108

　　　　　　　モア聯ン

　　　　　　　ロールベーラ
　　　　　　　トラクタ王G8，　レーキ，

経営陣結婚

機械利用総合解散

湧別町機協加入

闇闇移譲

ラソピンクマシン

農策番号：A－3
　　　　　　　　　　　｛乍業対応
年次
　　　牧華サイレージ　　乾草

デントコーンサ
　イレーージ

購入機嫉 噂噸

…970　（書幾赫支琴…1∫用糸且合）　　燧箔11f乍業

　75

　7s

　8Q
　8三　　｛｛固男り‘乍業）

　S5

　s7

　S8

　　3ントラクタ委
　89　　託開始

トラクタ45

ニンパクトベーラ

ツインレーキ

トラクタ？0

テッグー、ラッピングマシン、ローんベーラ

経鴬主結婚

輝…営移譲

敦箪作業機械故簾

92 トラクタ80

93

95
コントラクク剥

@　絹閣始 テッダー
ヂントコーン制・欄’｛舞

2001

03 ラッピングマシン

以下購入年不明 モアコン（2台）　ロードワゴン

一！卜



表8　（つづき）調査農家における飼料作作業対応と諸要因

農家番1｝：《一7

　　　　　　　　　　　作於対’応

轍・鮒・・一・僻デ 著I了サ 購人機械 P‘項

1972

　　コントラクク委
　73　　託llll始

　78

　83

　ε5

　8｛～

　87

　88

　90

　93
　91｛

　99
2002

　03

個別作業　　1筆付1ナなし

トラクタ稲

トラクタ54

トラクタ｛う9

モア3ン，テツダー
レーキ

トラクク｛濃

レーキ

トラクタ93

ラッビングマシン

テッダー，ロールベーラ

テツダー

機械利用組合解散

燃｛乍（てん菜、傷
垂：金しょ，！ト認，タi襲

ム｝）を」ヒめる

経嚢移譲

以ド購人年不明 モア（3台｝　ロールベーラ（i台rD
資料）聞き取り調査により1乍成。

舘1）　「トラクタ」の後ろに日出してある数寧は馬力数である。

註2）　「購入機械」は111ξ人した機械を示すものである．

註3）　　（　）表示は配1礁な凋lii開始年が不明である．

表10：コントラクタ委託による労働時間変化（ゲント⊇一ンサイレージ，2003年）

A一ユ 《一2

　　　農家番号
汽一3　　　A－4 A－5 A－6 A－7

デント”一ンサイレーージ湖製

　委託前作業対応

（作業時論）

　　　　1
委託後作業態応
　（作業時間）

　　　　　機械番1闘組合　　　　　　　　機械毒潮1尉組合
　　　　　　　　　　　作付渕始に　　　　　　1乍飼’開始に
㈱。、・・…蝋・帥…欄、｝：1縦・個男1昨㌔鵜なし

サイロ踏込　サイロ踏込　サイロ踏込　サイロ踏込　サイロ踏込

旧×絃時凶　I11×8！1碧昆　1目×8晴辮　1臼×8時間漂X8時翼1

i筆料）聞き取り調査により作成。

詫）　rサイし7踏込jlま各農家のサイロへ運ば堵曳．てきたサイレージをサイロへ密副しながら保存する｛1三業を意瞭する。
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　1，8QQ

　1，600

　1，400

　1，200

＿1，000
戸
　　800

　　600

　　4QO
　　200
　　　◎

1960　　70　　　80　　　90　　2000

年

80

70

60

50

40％
30

20

10

0

睡輔別町（綴
1　家戸数）
l
q麓町薮1野牛1

喉特写孝養i

L～　　＿＿＿．」

図1　湧別町における乳用牛飼養農家戸数推移
資料）農林水産省『農業センサス』各年次より作成。
　　　　　　　ぐ

　8，000

　7，000

　6，000

　5，000
h
　4，000
a

　3，000

　2，000

　1，000

　　　0
196G　　7G　　　80　　　90　　2◎00

年

90

80

70

60

50
　％40
30

20

10

0

｝作）　｝
1噛一湧別町飼料作i

L一子磯1胤」

1一魏霧講周

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

i〔コ湧別町（飼料｝

図2　湧別町における飼料作薗積の展開
資料）農林水産省『農業センサス』各年次より作成。
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委託面積
　（ha）

　　40

　　30　－

　　20

　　10　・

O

⑱

　魯　　⑱

⑱　傘　　　磯

0 1000　　　　　2000　　　　　3000

10a当り委託料金（円）

図3　牧草委託延べ面積と料金の相関
　資料）闘き取り調査により作成。

4000

委託　（作イ寸）

面積（ha）

12

10

8

6

4

2

0

磯　　命

磯　　壷

「

0 2000　　　4000　　　6000

10a当り委託料金（円）

8000

図4　ゲント：コーン委託面積と料金の相関

資料）闘き取り調査により作成。
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